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研究成果の概要（和文）：　本研究では，美術教育の「遊び」概念における相の一つである＜アートの拡張＞に
ついて，次の２つの基軸，(１)＜アート概念の拡張＞の視点を持つ美術教育研究グループの活動内容，（２）総
合的な学習，ESD，STEAMなどの包括的な学習の中でのひろがり，を中心に考察した。
　また，「アートの拡張」体験を活かすことができる<美術教育>題材の開発を行い，小学校，中学校などで実践
し，その検証をした。各協力者勤務校での授業動画記録，作品写真を基に，授業モデルとして，動機付け，試行
錯誤，活動の継続性（繰り返し）の場面を取り入れた事例モデルを作成した。そして，大学教育や現職教育など
での教師教育プログラムに反映させた。

研究成果の概要（英文）：   This study, “expansion of art” which constitutes one aspect of the 
concept of “play” in art education is examined, mainly featuring two key subjects: (1) contents of
 the activities of a study group having the viewpoint of “expansion of the concept of art” on art 
education and (2) expansion within the comprehensive environment for learning, including so-called 
integrated study, ESD and STEAM .
   We developed the art education materials which enable the utilization of experiences from “
expansion of art” and, then, they were put into practice at elementary and junior high schools for 
verification. Furthermore, model cases for teaching incorporating motivation, trial and error and 
scenes of continual (repetitive) activities were developed based on video recordings and 
photographic works produced in the process of teaching at the schools of the partners. The results 
were reflected in a teacher training program at college and for incumbent teachers.

研究分野： 美術科教育学

キーワード： 美術科教育　造形表現　図画工作　アート概念の拡張　内発的動機づけ　遊び　材料体験　鑑賞活動

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　(１)美術教育における「アートの拡張」について，美術教育史・理論研究の成果を＜美術教育における「遊
び」概念＞で捉え直し新たな実践像を描き出した。また，そこから総合的な学習，ESD，STEAMなどの「包括的な
学習」と接点を見出し，現代的な教育課題に対する基礎的な考察となった。
　(２)上記をふまえた<題材・授業>の開発･検証は，｢造形遊び｣を発展させた題材，3D機器を使った題材，鑑賞
活動を表現に連鎖させる題材など美術教育政策における基礎資料となる。また上記(1),(2)をふまえた美術教師
教育の展開は教員養成系大学･学部の喫緊の課題である能動的な活動を提供できる教師教育の基礎資料になりえ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

  美術教育には「遊び」概念が存在し，その概念の多義性ゆえに混乱を生んできた。1977 (昭
和52)年版学習指導要領 図画工作編低学年に初登場し，その後20年をかけて全学年に位置づけ

られた｢造形遊び｣という＜概念・言葉＞も，関連著作で多義的に遣われ混乱・誤解が生まれ

た。 2003 (平成15)年に宇田が企画・開催した美術科教育学会第５回西地区会で永守基樹氏(和
歌山大名誉教授/学会元代表理事)は，「造形遊び」に見られる以下の３つの性格を指摘した1)。 
①汎領域的な基礎教育 ②教科の中の領域(内容) ③図画工作科教育全般に亘る理念や方法 
①は，幼年期の「遊び」的な造形活動も視野に入れた全領域に通じる「基礎教育的な側面」

であり，②は，アクション・ペインティング，アース・ワークなど「造形遊び」が現代アート

にも示唆を得た「活動内容の側面」を示している。これらの現代アートからの示唆があったか

らこそ「造形遊び」は「子どもの身体性を意識しながら，場や材料」との対話から始まる活動

と規定された。さらに③は，図画工作科教育全体の基調に「造形遊び」の理念をおき，これを

全ての造形活動に活かそうとした1989(平成元)年当時の教育政策をふまえた「理念・方法的な

側面」と考えられる。永守氏は，この３つの性格にみられる概念規定の曖昧さが教育現場にお

ける誤解・混乱の一因と指摘した。 
この指摘のように，概念規定が曖昧なままでは，混乱や誤解が解消されない。また，主体的

な表現活動や鑑賞活動が重視される美術教育実践においては，1977年の「造形遊び」導入以前

にも「遊び」的な活動や考え方は存在し，美術教育実践と縁が深い「遊び」概念全体の整理・

構築を行なう必要性を感じ，継続研究を行ってきた。 
その結果，「遊び」概念を内包する実践は，双方に有機的な関係があるが，指導者にとっ

て，子どもの＜内発的な動機づけを活かした実践＞と子どもに＜アート概念の拡張現象に出会

わせ，誘う実践＞に大別されるという枠組みを提示した(図１)。また，これらの枠組みをふま

えて，美術教育における「遊び」概

念を把握するための相として，その

基盤としての「自由への志向」，

「主体的な活動を生み出す内発的な

動機づけ」及び「アート概念の拡が

りがもたらす柔軟な思考への誘い」

の３つの相を提示した。 
本研究では，このうち，「アート

概念の拡がりがもたらす柔軟な思考

への誘い」に焦点をあて，＜アート概念の拡張現象に出会わせ，誘う実践＞の構造把握と題材

開発に向けて，研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
 
 現代の日本の美術教育において，「遊び」概念は大きな意味を持つとの認識の上に立って研

究を進めている。ただ，言葉は元来多義的なものであるが，「遊び」概念もまた例外ではなく

多くの意味を包含している。上記「１．研究開始当初の背景」でふれたように美術教育におけ

る「遊び」概念も，それ故に混乱や誤解を生んできた歴史がある。  

図 1 美術教育における「遊び」に基づく実践の枠組み 



とりわけ文部科学省学習指導要領 図画工作編にある｢造形遊び｣という＜概念・言葉＞も，関

連の著作で多義的に遣われ，多くの混乱が生まれてきた。この｢造形遊び｣を含めて美術教育実

践と縁が深い「遊び」概念全体の整理・構築を精緻に行い，混乱や誤解を解消する意図が本研

究の根底にある。 
そして，本研究では，このうち，「アート概念の拡がりがもたらす柔軟な思考への誘い」に

焦点をあて，＜アート概念の拡張現象に出会わせ，誘う実践＞の構造把握と題材開発及び教師

教育への反映を行う。子どもは＜アート概念の拡張＞にふれ，「試行錯誤，領域横断的な思

考」等の造形的な学びを行なうが，この中で内発的な動機づけの芽が生まれると考えられる。

「遊び」概念の理論的な把握をふまえて，＜アートの拡張＞をふまえた題材・授業研究を行う

ことで，造形表現活動の本質的な意義に基づき，子供の主体的な活動に繋げていきたいと考え

た。 
 
３．研究の方法 
 
具体的には，以下の３つの課題を設定して行う。 

 ＜研究課題１ 美術教育における「アート概念の拡張」の整理・構築＞ 
 ＜研究課題２ 「アート概念の拡張」の整理・構築に基づく＜図画工作・美術科＞題材及び授

業モデル開発並びにその実践検証＞ 
 ＜研究課題３ 美術教師教育プログラムへの展開＞ 

(１)課題１については，2013(平成 25)年に開催した「美術教育における「遊び」概念と指

導」シンポジウム(−美術科教育学会プレ学会)2)の『記録集』や 2016(平成 28)年に開催した

「ドイツの初等教育における「アート・プロジェクト教育実践」から探る美術教育の新たな＜

かたち＞」『記録集』3)における実践や発言をふまえて考察する。 

 さらに，現代アートと教育実践との繋がりについて，国内外の文献研究を行い，現代アートの

原理と教育原理の共通基盤について考察する。これに関連しては，海外共同研究者のウアラス教

授(ドイツ・ハイデルベルク教育大学)と情報・意見交換し進める。 

 (２)課題２については，２ヶ月に１回程度，小学校教員，中学校教員，高校教員，絵画教室指

導者などの研究協力者との打ち合わせ会を持つ。そして，代表者が整理した課題１の内容につい

て，研究協力者と意見交換をする。代表者が，＜単元･題材＞開発を進めるシステムを大学にお

いて整備し，学習資料，教具を作成し，協力者に配布する。各協力者は，先行実践を学び各勤務

校の情報を交換し検討する。その上で，代表者からの素案を基に，＜単元･題材・授業モデル＞

開発を進め，各勤務校で実践･検証する。 
 ｢造形遊び｣を活かした描画活動や環境芸術題材，身体的な活動を取り入れた鑑賞を表現に連

鎖させる題材，3D スキャナー・コピー活用の「うつし」題材，版遊びを活かした描画題材，

光を生かした題材などの＜単元･題材＞を開発する。また，各研究協力者勤務校での授業動画記

録，音声記録，作品写真を基に，授業モデルとして，動機付け，試行錯誤(行きつ戻りつ)の思

考，教科領域横断的な思考，活動の継続性(繰り返し)の場面を取り入れた事例モデルを作成す

る。 
 (３)課題３については，課題１，２の研究をふまえ，大学教育及び現職教員の研修会などで

試行をする。このとき，2018(平成 30)年 11 月開催の日本教育美術連盟主催 第 69 回造形表

現・図画工作・美術教育全国大会 奈良市大会(幼・小・中・高・特支などの教員の全国大会)と

も連動させながら行う。 



 
４．研究成果 
 
  (１)＜研究課題１ 美術教育における「アート概念の拡張」の整理・構築＞については，文

献調査，海外研究協力者との意見交換や現地訪問(ドイツ，2018)を通じて，考察の基盤を固め

た。そして，その一部については，「教育現場の研究と学会における学術研究の豊かな関係性

とは」(『美術教育学の現在から―＜美術教育学叢書１＞』2018，pp. 186-198)，「グローバ

ル，グローカルの視点と造形教育」(『やわらかな感性を育む 図画工作科教育の指導と学び』

2018，pp. 23−26)，「美術教育の変遷－その理念と思想」(『美術教育概論 新訂版』2018，pp. 

28-33)，「美術教育の「遊び」概念における＜アートの拡張＞について」(第 41 回美術科教育

学会北海道大会 2019，口頭発表)，「美術教育における「遊び」概念に関する小年表」(『奈良

教育大学 次世代教員養成センター 研究紀要』第 6号，2020，pp.271-276)として，それぞれ

発表した。 

 (２)＜「アート概念の拡張」の整理・構築に基づく＜図画工作・美術科＞題材及び授業モデル

開発並びにその実践検証＞については，２ヶ月に１回程度，小学校教員，中学校教員，高校教員，

造形教室指導者などの研究協力者との打ち合わせ会を持ち，代表者が整理した課題１の内容に

ついて，研究協力者と意見交換をした。 
 その上で，「アート概念の拡張」体験を活かすことができる＜美術教育＞題材の開発を行

い，小学校，中学校などで実践し，その検証をした。各協力者勤務校での授業動画記録，作品

写真を基に，授業モデルとして，動機付け，試行錯誤，教科領域横断的な思考，活動の継続性

(繰り返し)の場面を取り入れた事例モデルを作成した。 
(３)現代アート作家からの示唆を受けた「光を活かした題材」については材料研究並びに実

践・検証を行い，2017(平成 29)年 第 35 回 InSEA(国際美術教育学会)世界会議＜韓国 大邱大

会＞にて口頭発表をするとともに，”Development of Subjects Based on “Expanded Concept of 
Art” Encompassing Intimate Artistic Experience, Modern Art and Traditional Culture” 

(The 35th World Congress 2017 in Daegu, Korea Proceedings, 2017, pp. 536-541, 
http://insea.cjint.kr)として発表した。 

(４)3D スキャナー・コピー機活用の小学校での「キャラクターづくり」題材については，加

舎章二郎氏(研究協力者)と共に，試行錯誤を重ね，第 40 回美術科教育学会滋賀大会(2018)で口

頭発表するとともに，「個人向け 3D機器を用いた＜図画工作・美術授業題材＞開発のための基

礎研究」(『奈良教育大学 次世代教員養成センター研究紀要』第 5号，2019，pp. 217-222)と

して発表した。 

(５)表現に連鎖させる｢鑑賞遊び｣題材については，主に日本美術の題材開発を行い，「奈良

教育大学附属中学校 美術科特別授業「仏像の魅力」報告」 (『奈良教育大学 次世代教員養成

センター研究紀要』第 4号，2018 ，pp.217-222)，「我が国の美術・文化財，世界の美術・文

化財」 (『やわらかな感性を育む 図画工作科教育の指導と学び』2018，pp.228−233)としてそ

れぞれ発表した。 

(６)＜研究課題３ 美術教師教育プログラムへの展開＞については，研究課題１，２の成果

をふまえ大学教育に反映させ，「図画工作科における研究授業づくり—教育実習での研究授業を

中心として」(『明日の小学校教諭を目指して 子どもの資質・能力を育む図画工作科教育法』

2019，pp.210-211)として発表した。このほか，「双方向遠隔授業による教員免許状更新講習会 
選択領域 小学校(2017.10)」「奈良県図工・美術教育研究会 総会講演(2018.6)」，「奈良教育



大学 教員免許状更新講習会 選択領域 中高美術(2018.8)」などの現職教師教育プログラムに活

かした。さらに，2018(平成 30)年 11 月開催の日本教育美術連盟主催 第 69 回造形表現・図画

工作・美術教育全国大会奈良市大会(幼・小・中・高・特支 教員の全国研究大会)とも連動させ

て，奈良市立伏見小学校，奈良市立富雄南中学校，奈良市立平城東中学校，奈良教育大学附属

中学校などでの教員研修に反映させた。 
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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奈良教育大学附属中学校 美術科特別授業「仏像の魅力」報告

奈良教育大学次世代教 員養成センター研究紀要4(通巻40) 217，222

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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教員養成における幼稚園５領域科目の内容構成(５)－「表現」に関わる教育内容研究知見に依拠して

奈良教育大学次世代教 員養成センター研究紀要4(通巻40) 259，265

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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劉麟玉,宮下俊也,宇田秀士,横山真貴子 4(通巻40)
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Development of  Subjects Based on  “Expanded Concept of Art” Encompassing Intimate Artistic
Experience, Modern Art and Traditional Culture: From Study on Well-Developed Concept of
“Play” in Art Education

The 35th InSEA(International Society for Education through Art) World Congress 2017 in Daegu,
Korea Proceedings 2017.9 http://insea.cjint.kr

536，541
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有
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UDA,Hideshi 1

 １．著者名
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 ２．発表標題

 ２．発表標題
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The 35th InSEA(International Society for Education through Art) World Congress 2017 in Daegu, Korea 2017.8.8
http://insea.cjint.kr（国際学会）
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Development of  Subjects Based on  “Expanded Concept of Art” Encompassing Intimate Artistic Experience, Modern Art and
Traditional Culture: From Study on Well-Developed Concept of “Play” in Art Education

家庭用3D機器を用いた<図画工作・美術授業題材>開発のための基礎研究

美術教育の「遊び」概念における＜アートの拡張＞について －実際の授業像や教師の意識をふまえて－
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2018年
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ミネルヴァ書房

日本文教出版
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234
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 ４．発行年
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淵哲,松浦藍,宜昌大,堤祥晃,中島嵩

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

 ３．書名

美術教育学の現在から-<美術教育学叢書1>

やわらかな感性を育む 図画工作科教育の指導と学び

美術教育概論 新訂版

 ２．発表標題

 ３．書名

 ３．書名

 １．著者名  ４．発行年

 ４．発行年

学術研究出版/BookWay

 ３．学会等名
第58回大学美術教育学会　岐阜大会 2019.09.21

 ４．発表年

 １．発表者名
宇田秀士

図画工作・美術科題材と包括的な学習: 美術教育の「遊び」概念における＜アートの拡張＞をふまえて
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奈良教育大学 次世代教員養成センター研究紀要 ホームページ　https://jisedai.nara-edu.ac.jp/open/netcommons/htdocs/?page_id=328 
 
奈良教育大学　学校教育教員養成課程 教科教育専攻 美術教育専修 ホームページ　https://art.nara-edu.ac.jp/ 
 
The 35th InSEA World Congress 2017 in Daegu,Korea ホームページ　http://insea.cjint.kr/ 
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大学美術教育学会ホームページ　https://www.uaesj.com 
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